
アンケート調査時の情報提供用チラシ
構成案

富雄庄田線の路線再編に係る経緯について

※以下の内容を説明
・令和４年３月に奈良交通から傍示～学研北生駒駅の廃止を提示
・令和６年３月に市と奈良交通で協定を締結し、市が財政支援を行うことで、
富雄庄田線の運行継続が決定

・事業者による運行継続ができないため、現在の利用状況の分析や地域ニーズの把握を
踏まえて、利便性向上による利用者の増加と運行の効率化が必要

・富雄庄田線の路線再編案として「学研北生駒駅での路線分割」を検討
※資料３Ｐ．１の内容を記載

どうしてバスを利用する必要があるのか

※以下の内容を説明
・地域公共交通は免許や自動車を持っていない人でも使うことができる移動手段
・免許や自動車を持っていない人を含めた多くの人々が自由に移動できることで、
まちに活気が生まれ、定住する人々の増加も期待される

・近年はコロナ禍の影響や2024年問題・少子高齢化等による運転手不足も課題
・地域に住む免許や自動車を持っていない人（高齢者や子どもたち）、将来の
自分たちのために乗って維持することが必要

※地域公共交通のトリセツの２次元コードを掲載

令和６年度第１回分科会【資料４-４】



富雄庄田線の路線再編案の内容を掲載

※アンケート調査票の「４．富雄庄田線の路線再編案についてお聞きします。」に掲載
している運行概要や主要駅への運賃・所要時間等を詳細に記載

※以下はアンケート調査票の内容
・運行概要

・現行の運賃・所要時間
→富雄駅、生駒駅への具体的なルート、運賃、所要時間も追記

・再編案のメリット・デメリット

※富雄庄田線の路線再編がより便利になる方法を探るためにアンケート調査を実施するので
ぜひ多くの方に回答していただきたい旨を記載

メリット デメリット 

・富雄駅周辺の混雑区間を運行しないので、定時性

が大きく向上する（遅延回数が減る）。 

・学研北生駒駅での近鉄けいはんな線との乗り継

ぎがスムーズになる。 

・富雄駅に行くのに学研北

生駒駅でのバス乗り換え

が必要になり、運賃も高

くなる。 

 


